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群馬県

玉村町

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

予
測
不
能
な
最
近
の

気
象

　
冬
と
夏
の
寒
暖
の
極
端
さ
と

い
い
、
昨
今
の
気
象
状
況
は
私

た
ち
の
予
想
を
超
え
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
予
想
も
つ
か
な
い
大

風
・
大
雨
は
町
民
の
生
活
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
か
ね
ず
、
そ

の
と
き
の
た
め
に
役
立
つ
防
災

を
つ
く
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

予測不能な災害に対応可能か

町の防災対策を点検する

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、
各
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
考
え
方
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
災
害
防
止
の
た
め
に
も
、
ま

た
予
期
せ
ぬ
事
態
に
大
慌
て
し
て
の
二
次
災

害
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
普
段
か
ら
の
防

災
準
備
と
防
災
意
識
の
向
上
は
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
緊
急
時
の
避
難
場
所
、
防
災
倉
庫
の
設
置

場
所
な
ど
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

災
害
時
に
お
け
る
町
の
取
り
組
み
は

　
地
震
に
対
し
て
は
、
震
度
４
、５
弱
で
職
員
を
初
動

動
員
（
職
員
の
10
％
）
し
、
震
度
５
強
以
上
で
災
害
対

策
本
部
を
自
動
設
置
（
職
員
の
25
％
か
ら
50
％
動
員
）、

震
度
６
以
上
で
は
職
員
全
員
を
動
員
す
る
体
制
で
対
応

し
ま
す
。

　
風
水
害
に
対
し
て
は
、
状
況
を
４
段
階
に
分
け
、
町

が
消
防
署
、
水
防
団
と
連
携
し
て
臨
み
ま
す
。

　
防
災
倉
庫
は
小
学
校
区
ご
と
に
整
備
さ
れ
、
建
設
予

定
の
た
ま
む
ら
道
の
駅
（
仮
称
）
も
、
防
災
情
報
提
供

施
設
、
支
援
物
資
一
時
保
管
所
と
し
て
機
能
す
る
予
定

で
す
。
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今
回
は
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
で

玉
村
町
の
防
災

対
策
を
調
査
し

ま
し
た
。

発
電
機
・
担
架
・

簡
易
ト
イ
レ
・
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
・
防
災
か
ま
ど

な
ど
の
ほ
か
、
こ
こ
に

は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

非
常
食
・
水
も
完
備

し
て
い
ま
す
。
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群馬県

玉村町

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

東
毛
広
域
幹
線
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る

町
道
の
接
続
状
況

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
町
道
と
の
交
差
地

点
は
全
部
で
11
ヵ
所
あ
り
、
広
幹
道
が
４
車
線
で
開
通
し
た

際
に
は
、
十
字
路
化
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
崎
玉

村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
入
り
口
に
つ
い
て
は
現
在
未
完
成
で
す
が
、

次
の
浄
水
場
の
南
側
は
、
す
で
に
十
字
路
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
斉
田
上
之
手
線
に
つ
い
て
は
、
そ
の
西
側
の
町
道
が
玉
村
小

学
校
の
通
学
路
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
横
断
用
の
手
押
し
式

信
号
機
が
つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
26
年
２
月
の
斉
田

上
之
手
線
開
通
時
に
は
、
こ
の
手
押
し
式
信
号
機
が
外
さ
れ
、

交
差
点
に
は
一
般
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

着々と工事が進む東毛広域幹線道路

町道と交差する地点の安全対策は万全か

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
は
、
平
成
26
年
９

月
の
開
通
を
目
指
し
、
利
根
川
新
橋
（
橋
長

３
２
２
メ
ー
ト
ル
）
の
工
事
も
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
安
全
に

は
十
分
注
意
し
、
予
定
ど
お
り
の
完
成
を
目

指
し
、
工
事
を
進
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
開
通
後
は
交
通
量
の
激
し
い
道
路

と
な
る
た
め
、
町
道
と
の
交
差
点
に
は
、
信

号
機
の
増
設
や
歩
道
橋
の
設
置
な
ど
、
住
民

の
安
全
に
十
分
配
慮
し
た
対
応
を
求
め
ま
す
。

藤
岡
大
胡
線
か
ら
東
側
の
工
事

の
進
捗
状
況
は

　
現
在
、
藤
岡
大
胡
線
と
の
交
差
点
か

ら
は
高
盛
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
（
文
化

セ
ン
タ
ー
北
）、
藤
岡
大
胡
バ
イ
パ
ス
に

お
り
る
箇
所
に
は
、
新
た
に
信
号
機
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
南
玉
公
民
館
の
北
の
交
差
点

も
公
民
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
た
め
、

信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
藤

岡
大
胡
バ
イ
パ
ス
か
ら
東
側
に
は
、
全
部

で
３
ヵ
所
設
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

経 済 建 設 常任委員会
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今
回
は
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
、
東

毛
広
域
幹
線
道
路
に

ア
ク
セ
ス
す
る
町
道

の
接
続
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。

下
之
宮
地
点
か
ら

西
側
に
向
か
っ
て
撮

影
。
工
事
は
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。

利
根
川
新
橋
の
上
か
ら

見
る
と
、
伊
勢
崎
市
は
も

う
目
の
前
で
す
。
開
通
す

れ
ば
、
格
段
に
ア
ク
セ
ス

が
よ
く
な
り
ま
す
。

まとめ




